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3が 7名（10.4％），満足度 2が 1名（1.5％），満足
度 1が 1名（1.5％），無回答が 4名（6.0％）であっ
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○ペース・話が早かった                   
○わかりにくい・難しかった               
○わかりやすかった
○興味深い内容だった
○資料が見にくかった                     





















































































○もっと時間をかけて聴きたかった           （13）
○地域包括ケアについて理解が深まった （9）
○新たな視点を得た　　 　　　　　　　　　　　　 （8）
○資料が見にくかった                       （6）
○ペース・話が早かった                          (5）
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第 3 回神戸女子大学看護セミナー報告
いて，統計データや地域共生に取り組む事例を交えなが
ら説明の上，生活者を支える実践コミュニティを育成し
ていく上でのキーワードを伝えていただき，改めて，地
域包括ケアについて理解を深め，新たな視点を得るきっ
かけになったと考えられる．パネルディスカッションで
は，病院看護師，訪問看護師，作業療法士という立場が
違う実践者の取り組みが紹介されたため，視点が拡が
り，かつ，具体的で身近に考えることができたと思われ
る．神戸女子大学看護セミナーがCOPとして学びの場
になることを目的としている点を鑑みると，参加者が何
らかの学びを得られたと実感していることは，看護セミ
ナーの目的をある程度果たすことができたと評価でき
る．
　一方で，「もっと時間をかけて聴きたかった」「パネリ
ストの選択意図が不明確だった」という意見もあったこ
とから，基調講演とパネルディスカッションのつながり
を明確に提示し，事前に内容の構成を綿密に行うこと
や，構成内容と参加者のニーズに見合った時間配分を検
討することが，今後の運営上の課題として挙げられた．
　看護セミナーの参加者は，昨年度の34名から86名と大
幅に増加しており，開催時期やテーマが参加者のニーズ
に合った会になったと評価できる．しかし，夏季休暇中
の開催であり，本学科学生の参加がなかったことは残念
であり，今後学生の参加をどのように促していくか検討
していかなければならない．…
Ⅲ．おわりに
　第 3回看護セミナーでは，基調講演やパネリストの具
体的な活動を通して，COPを活用した生活者を支える
方法論を学ぶことができた．今後も，COPについての
学びを深め，教育研究に取り入れ発展させていきたい．
　基調講演で，地域包括ケアをめぐる世界的な潮流から
具体的な地域の活動までをパワフルに講演いただいた堀
田聰子先生をはじめ，パネリストの 3人の講師の先生
方，参加者の皆様，準備・運営に参画していただいた看
護学部教員各位に感謝申し上げる．
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